\ Am まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。 
しかし、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、 
火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 


安をのためのミ主意事頃を巧る 


この「を全のために」の注意き項をよくお読みください。 


定期的に点巧ずる 


1年に一度は、付属の USB 巧電器のプラグ部にほこりび 
たまっていないか、故障したまま使巧していないか、な 
どを点検してください。 


巧障した5ほわない 


動作びおかしくなったり、本機び破損していることに気づ 
いたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼ください。 


万一、異甫び起をた S 


〇電源を切る 
©充電中の場合は USB 充 
電器をパソコンなどか 
らはずし、へッドホン 
を USB 巧電器からはず 
す 

@お客様ご相談センター 
またはお買い上げ店、 
ソニーサービス窓□に 
修理を依頼する 

薑告表示の意は 

取扱説日月書および製品では、なのよラな表示をしてい 
ます。表示の内容をよく理解してから本文をお読み< 
ださい。 

危険 I 

この表示の注意事項を守らないと、火災、感電、破裂 
などにより死 t や大けびなどの人身事故び生じます。 

この表示の注意事項を守らないと、火災や人身事故の 
原因となります。 

^ミ主意」 


この表示のま意き項を巧らないと、けびをしたり周辺 
の家財に損害を与えたりすることびあります。 



ま意を促す記号 

A A 

乂災 感電 


行為を禁止する記号 

0 

® (§) 

禁止 

分解禁止 めれ手禁止 

IA 危険1 A 

乂災 感電 


付属の USB 巧電器なかを使わない 

充電するとをは、必ず付属の USB 充電器を使用してくだ 
さい。 

破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけび、周 
囲のミち損の原因となります。 

Q 

禁止 

付属の USB 巧電器の巧電ジャックに他の 
へッドホンや電子機器を接続しない 

付属の USB 充電器は本機専巧です。過熱-故障などによ 
り火災やけびの原因になります。 

巧奨なかの USB 巧電 AC アダプターを使わ 
ない 

USB 充電 AC アダプターを巧いて巧電するとをは、必ず 
推奨の AC - U 501 AD (別売)、 AC - UP 100 (別売）を使用 
してください。 

Q 

禁止 

义の中に入れない 

Q 

禁止 

分解しない 

故障や感電の原因となります。巧部の点検および修理は 
ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソニーサービス 
窓□にご依頼ください。 



IA 警告 I 店 A 

乂が 感電 

運起中は使用しない 

自動車やバイク、自転車などの運転中に、ヘッドホンは 
絶巧に使わないでください。 交通事故の原因となります。 

巧囲の音が聞こえないと危険な場所では使用 
しない 

歩行中でち音量を上げすざるとまわりの音び聞こえな< 
なり危険です。 

また、このへッドホンは周囲の音をな減するタイプです 
ので、警告音などを聞こえにくくなります。 

踏み切りや横断歩道、駅のホーム、車の通る道、工事現 
場など、周囲の音が聞こえないと危険な場所では使わな 
いで < ださい。 


〇 

禁止 


内部に水や真巧を入れない 

ホ:や異物び入ると乂災や感電の原因になります。万一、水 
や異物び入ったとさは、すぐに使巧を中止し、お買い上 
げ店またはソニーサービス窓□にご相談ください。 

0 

禁止 

めれた手で USB 巧電器をさわ5ない 

感電の原因となります。 

めれ手禁止 

本巧や USB 巧電器を巧団などでおおった:扶 
態でほわない 

熱びこちってケースび変あしたり、义がの原因となるこ 
とびあります。 

〇 

禁止 

IA ミち意 I 

大音量で長時間続けて聞をすぎない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時間続けて聞くと、聴 
力に悪い影響を与えることびあります。 

耳を巧るため、音量を上げすざないよラにご注意ください。 







はじめか6ボリユームを上ばずぎない 

突然大をな音び出て耳をいためることびあります。接続 
した機器のボ U ユームは徐々に上げましよラ。特に、 MD . 
CD や DAT など、雑音のみないデジタル機器を聞くとき 
にはご注意 < ださい。 

Q 

禁止 


肌に合わないと感じたときは、使わない 

肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して、医 
師またはソニーの相談窓□、お買い上げ店にご相談くだ 
さい。 

Q 

禁止 




Q 


• 本機を使巧中に気分び悪くなった場合は、すぐに本機の 
使用を中止してください。 

•このヘッドホンは、密閉度を高めていますので、強く押 
された場合、鼓膜などを痛める危険びあります。他の人 
と強く接触したり、ボールなどび飛んでくるよラな場所 
では使用しないで < ださい。 

•イヤーピースはしっかり取り付けてください。イヤー 
ピースびはずれて耳に残ると、けびや病気の原因となる 
ことびあります。 


電池にごいての 
まを上のごま意 

液漏れ•破裂•発熱•発义. 

誤飲にょる大けがゃ巧明を避けるた 

め、下記のま意事項を必ずお守りください。 

| /?\危険！ 

巧電式電池が液漏れしたとを 

巧電式電池の液び漏れたとをは素手で液をさわ 

6ない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓 
□またはソニーサービス窓□にご相談<ださい。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびある 
ので目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で 
充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 

液び身体や衣服についたとさを、やけどやけびの原因 
になるので、すぐにをれいな水で洗い流し、皮膚に炎 
症やけびの症状びあるときには医師にネ目談してくださ 
い。 

么警告1巧電式電池について 

• 付属の USB 巧電器し乂がで充電しない。 

•火の中に入れない。分解、加熱しない。 

•乂のそばや直射日光の当たるところ-炎天下の車中など、 
高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

1^' 户章 I 曰本国巧での巧電式電池の廃棄 


鎮 

Ni-MH 


機器に内蔵されている充電式電池は U サイ 
クルでをます。この充電式電池の取り列し 
はお客様自身では行わず、「お客様ご相談セ 
ンター」にご柜談<ださい。（「お客様ご柜 
談センター」の連絡先はち下に記載されて 
います。） 


义のそばや炎天下などで巧電した0放置しな 
い 

Q 

禁止 
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お買い上げいただきありびとラございます。 

A 敬化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守ら 
/へ言曰 I ないと、火災や人身事故になることびあ 
ります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項 
と製品の取り扳いかたをおしています。 この取扱説明書 
をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。お 
読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保 
管して < ださい。 


まな特長 

• コード途中のコント□—ルボックスを無くしたボックスレス 
デザイン 

新開発のル型ノくランスド’アーマチュア’ドライノ（ー ユニッ 
卜の採用と、な消費電力のインテグレーテッド DNC プロ 
セッサーによる電池と回路のル型化により、従来コント 
□ールボックスにあった機能を耳元に集約。 

• 新開発のバランスド-アーマチュア-ドライバーユニット 
およぴ高性能 MEMS マイク□ホン採用 

匡体のル型化と高いノイズキャンセ I 」ング性能を両立。 
•独自開発、 DNC ソフトウェアエンジン搭載 
高精度なキャンセル信号生成により、約97.ががの卓越 
した騒音低減を実現。 

• 長時間スタ S ナ 

フル充電で約20時間の U スニングを実現。長距離フライ 
卜にち対応。 

• フルオート AI ノイズキャンセリング機能搭載 

周囲の騒音を萬に分析し、最適なノイズキャンセ I 」ング 
モードを自動選択。 

• デジタルイコライザー 

理想的な周波数特性を実現、高音質での音楽再生び可能。 

• ノイズアイソレーシヨンイヤーピース 

遮音'化を向上させるノイズアイソレーシヨンイヤーピース 
(3 種類： S 、 M 、 L ) を付属。 

• 専用 USB 巧電器 

持ち運びに便利なル型の専巧 USB 充電器付属。 

* 当社規定の航空機シミュレートノイズ下における、ノイズキぉン 
セ U ングモード A 時と、へッドホンの非装着時との比較による 
値です。 


まず充電を！ 

本機には、充電式ニッケル水素電地び内蔵されています。 
内蔵の電池は、工場出荷時点からお客様びお買い上げにな 
るまでの期間に自己放電によりある程度消耗しています。お 
使いになる前に、必ずな電を行って<ださい。充電のしかた 
は、「ヘッドホンを充電する」をご覧ください。 


まな仕様 

■般仕様 

お式： 密閉バランスド-アーマチュア型 

ドライ パーユニット： 

バランスド■アーマチユア 
最大入力： 日0 mW 

イン ピー ダンス： 820 0 (1 kHz にて） 

音圧感度： 106 dB (150 mV 入力時） 

再生周波数帯域： 5 Hz 〜20,000 Hz 
総騒音抑制量 (TNSR)* 1 : 

約 16 dB *2 

コード： 約 1.5 mOFC U ッツ線ネックチェーン 

プラグ： 金メッキ L 型ステレオ S ニプラグ 

電源： 内蔵充電式ニッケル水素電池 

質量： 約 6 g (コード含まず） 

同栖物 

へッドホンり） 

専用 USB 充電器 （1) 

航空機用プラグアダプター （1) * 3 
ノイズアイソレーションイヤーピース 
( S 、 M、L 各 2) 

コード長アジヤスター （1) 

クリップ （1) 

キヤ U ングケースり） 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 


推奨アクセサリー 

USB 巧電 AC 電源アダプター: AC - U 501 AD (別売） 

バッテ U — 内蔵 USBAC チャージャ ー : AC - UP 100 (別売） 

*' 当社測定法にぶる。 

*2 当社規定の航空機シミュレー ト ノイズ下における、ノイブキャン 
セ U ングド A 時と、へッドホンの非装着時との比較による 
値です。総騒音抑制量約1 6 dB は音のエネルギーで約弓 7.5 %の 
騒音低減に相当します。 

機内の音楽サービスによっては、対応びで定ない場合びあります。 

USB 充電のパソコン推奨環境 

iU 下の 0 S び標準インストールされており、 USB ポートび標準装備 
されたパソコン 

• 下記環境を満たすすべてのパソコンで動作をお証するちのではあ 
りません。 

• 日本語版標準インストールのみ。 

• 自作パソコンは動作保証対象がです。 

— Windows ® をお使いの場合 
Windows ® 7 

(Home Premium / Professional / Ultimate / Starter ; 

※目 4 ビット版含む 

Windows Vista ® (Service Pack 2 L ソ蹈） 

(Home Basic / Home Premium / Business / Ultimate ) 

《 64 ビット版含む 

Windows ® XP (Service Pack 3 凹降） 

(Home Edition / Professional / Media Center Edition 2004 / 
Media Center Edition 200 5) 

一 Macintosh をお使いの墙合 

Mac OSX (バージョン 10.5 が降） 

"ウォークマン’’、 " WALKMAN ’、— WALKMAN " □ゴは、ソニー株 
式会社の登録商標です。 

Windows および Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation 
の米国おぶびその他の国における登録商標、または商標です。 
Macintosh , Mac OS は、米国および他の国々で登録された Apple 
Inc . の商標でず。 

本機の仕様おぶび外観は、改良のため予告な<変更することびあ0 
ますび、ご了承<ださい。 


保証書とアフターサービス 


照圧書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い 
上げの際お受け取り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大 
切に保存して < ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いとさはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさは 

ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店にご相談くださ 
い。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 
詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有 
料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではへッドホンの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保 
有しています。ただし、故障の状況その他の事情により、 
修理に代えて製品交換をする場合びありますのでご了承 
<ださい。 


製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

パソコンか5 

http :// www . sonv . co . jp / avp - regi / 


携帯電話から 

2巧元コード対応のカメラつを携帯電話の読み取 D 機能で 
ご利巧 < ださし、。 

httpy / req . msc . m . sony . jp / avp / 



よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などは 
ホー ムぺ ージを ごま用ください。 


巧い方相談ち口 


http://www.sony.jp/support/ 


フリーダイヤル . 

携帯電話’ PHS ’ 一部の IP 電話- 


修理巧致•巧口 


0120 - 333-020 
0466 - 31-2511 


フ I 」ーダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話 - PHS - 一部の I P 電話- • 0466 -3 1 -2 已31 

※取报説巧書モコン等の購入相該はこち5へお問し冶わせください。 

FAX 【兵お）01 20-333-3S9 


左記番号へ接続を、 
最初のガイダンスび 
流れている間に 

r30 9j+r#j 

を押して < ださい。 
直接、担当お□へ 
おつなぞします。 


ソニー 株式会社 干 108-007 己東京都港区港南 1-7-1 












各部のなまえ 



へッドホン本体 

田]マイク部 
图 イヤーピース 

图電源ランプ（ホ） 

本機の動作状態を表おします。 

团 （1) (電源）ボタン 
固ステレオミニプラグ（巧電プラグ) 

専用 USB 巧電器 

圓キャップ 
团 USB プラグ 

图巧電ランプ（オレンジ） 

充電の状態を表示します。 

图巧電ジャック 


へッドホンを巧電する 

本機は充電式ニッケルか素電池を内蔵しています。充電し 
てからお使いください。 

1接続ずるパソコンなどの電源を入れる。 

2 専用 USB 巧電器のキャップをはずし、パソコンな 
どにつなぐ。 


3 ヘッドホンのプラグを、 USB 巧電器の充電ジャッ 
クの开ミに含わせて奥まで差し泣む。 

充電ランプびオレンジ色に点灯し、充電び始まります。 



4 充電ランプび消打した5、ヘッドホンのプラグを 
USB 巧電器か5はずず。 

5 USB 巧電器をはずし、キャップを取り付ける。 

巧電時間の目まと持続時間 

付属の充電器は、ヘッドホンに内蔵された電池の残量によつ 
て充電時間び約15分から約4時間かかります。 


巧電時間 

持続時間 W 

約4時間# 2 

約2日時間# 3 

1 kHz 、 音圧レベル 90 dB 出力時 


電池残量びない状態から、満充電するのにかかる時間 

周囲の温度や使巧状態により、上記の持続時間と異なる場合があ 

ります。 

をヒント 

• へッドホンの電源び入っていると定に充電すると、へッドホンの 
電源は自動的に切れます。 

• 充電中はへッドホンの電源を入れることびで定ません。 

• 電源コンセントから充電するとをは、 USB 充電 AC 電源アダプター 
AC - U 501 AD 相り売)、バッテ U — 内蔵 USBAC チャージャー 
AC - UP 100 (別売）をお使いください。詳しくは、アダプターに 
付属の取扱説明書をご覧ください。 

• へッドホンに異常びある場合、充電は開始されずに USB 充電器 
の充電ランプび点滅します。この場合は、へッドホンと充電器を 
つないだ機器からはずし、お買い上げ店またはソニーのネ目談窓 □ 
にご相談ください。 

ごま意 

• 充電は0た〜40での環境で行ってください。この範囲を超える 
と、満充電されない場合びあります。 

• 充電は、へッドホンをちからはずしてから巧ってください。 

• へッドホンのプラグを扳くと定は、グ U ップ部分を持って引定扳 
いてください。コードを引っ張ると断線のおそれびあります。 

• 長い間使わなかったと定は、充電池の持続時間び短くなることび 
あります。何回か充放電を繰り返すと、充分に充電でをるよラに 
なります。 

• 長期にねたって保をする場合は、高温の場所は避けて保存してく 
ださい。また、1年政上の長期にねたってなをする場合は、充電 
池の過放電防止のため、年1回程度の充電を行ってください。 

• USB 充電に対応しているパソコンの推奨環境については 、 「USB 
充電のバソコン推奨環境」をご覧ください。 

• 延長コードをご使用になると充電を開始しません。本機のプラグ 
を直接充電器に接続してください。 


イヤーピースの正しい装着方法 

イヤーピースび耳にフィットしていないと、適切なノイズキャ 
ンセ U ング効果び得られない場合びあります。快適なノイズ 
キャンセ U ング効果と、より良い音質を楽しんでいただ<た 
めには、イヤーピースのサイズを交換したり、おさまりの良 
い位置に調整するなど、ぴったり耳に装着させるようにして 
<ださい。 

お買い上げ時には、 M サイズび装着されています。サイズ 
び耳に合わないと感じたとさは、付属の L サイズや S サイ 
ズに交換してください。 

イ ヤーピースび はずれて耳に残らないよラ、イ ヤーピースを 
交換する際には、ヘッドホンにしっかり取り付けてください。 

イ ヤーピースの サイズ 
(巧側の色） 


小さい h 大さい 


S 

M 

L 

(程） 

(緑） 

(水色） 


断面図 


着色部分 
ほ反撥ウレタン 

イヤーピースをはずすとまは 

ヘッドホンを片手で押さえ、ちラー方の手でイヤーピースを 
軸ごとねじりなびらはずします。 




をヒント 

イヤーピースび滑0やす<はずしに<いとをは、乾いた柔らかい巧 
でくるむとはずしやすくな0ます。 

イヤーピースを付けるときは 

ヘッドホンの突起部分び完全に隠れるまで、イヤーピースの 
着色部分を押し込んで < ださい。 



ごま意 

• ノイズアイソレーションイヤーピースは、しっかりとちにフィッ 
卜ずることにより効果を発揮します。長時間の使巧により、違和 
感のある場合には、ル休止を設けることをおすすめします。 

• ほ反撥ウレタン素材は非常に柔らかいため、ウレタンだけを持っ 
たり引っ張ったりしないでください。ウレタンび破れたり、イヤー 
ピースから分離したりすると、元に戻らず、ノイズアイソレーショ 
ンイヤーピースとして機能しなくなります。 

• 低反撥ウレタン素材は、長期の使巧-保をにより劣化します。反 
撥力び失われて硬くなってくると、ノイズアイソレーションイ 
ヤーピースとして機能しな<なるおそれびあります。 

• ノイズアイソレーションイヤーピースは洗わないでください。ま 
た、汗などは充分に乾燥させて、抵反撥ウレタン内部に水分び残 
らないよラにしてください。早期劣化の原因となるおそれびあり 
ます。 


音楽を聞< 


左ち識別用ち起 



1聞きたい AV 機器を接続する。 

2 へッドホンを巧ける。 

® の印のついた方を右耳に、必（左ち識別用の突起び 
あります）の印のついた方を左耳に付けてください。 

イヤーピースは耳の巧を密閉ずるよラに、差し込んでく 
ださい。 

ごま意 

イヤーピースび耳の巧にフイッ ト していないと、ノイスキャン 
セリング効果び得られませんので、イヤーピースはおさまりの 
良い位置に調整をして、ぴったりと耳に装着させるよラにして 

<ださい。 

3 * (電源）ボタンを2砂!; Lb 巧ず。 

ヘッドホンからビープ音び聞こえて、電源ランプび点滅 
します。 

ごま意 

電源を入れるとサーッといラ音び聞こえますび、これはノイス 
キャンセ U ング機能の動作音で巧障ではありません。 

4 接続した AV 機器を再生する。 


お使いになったおとは 

1 (1) (電源）ボタンを2秒切上巧ず。 

ヘッドホンからビープ音び聞こえて電源ランプび点：口し、 
電源び切れます。 

2 ヘッドホンをゆっくりとちか6取りはずず。 

ご注意 

• 本機の電源び入っていないと、 AV 機器の再生音は聞こえません。 
• 本機は密閉度を高めていますので、強く押された場合や急に耳か 
らはずした場合、鼓膜などを痛める危険びあります。 

巧電池殘量の目ま 

本機の電源を切ったとさに聞こえるビープ音の回数で充電 
池の残量を確認でをます。詳しくは、「ビープ音とランプ表 
示の意味」をご覧<ださい。 

巧電式電池の鶏量がな<なると、ビープ音び2砂間鳴って 
電源ランプび約3日砂間点滅したあとに、本機の電源び切れ 
ます。 


フルオート AI ノイズキャン七リングにごい 
て 


フルオート AI ノイズキャンセリングはノイズキャンセリング 
モードを自動的に選択する機能です。 

本機の電源を入れると、まず NC モード B で動作を開始し 
ます。そのあとは周囲の環境音を常に解析し、環境音の変 
化に追がしなびらその場に最も効果的なノイズキャンセリン 
グモードへ自動的に移行します。 

ノイズキャンセリングモードの種類 

電源ランプの点滅回数で、現在設定されているモードを確 
認でさます。詳しくは、「ビープ音とランプ表示の意味」を 
ご覧ください。 

NC モード A 

主に航空機内の騒音を効果的に低減 

NC モード B 

主にバス • 電車の騒音を効果的に低減 

NC モード C 

主にオフィス‘勉強部屋など、日 A 機器‘空調機器の騒音を 
効果的にを減 

をヒント 

麗音の性質は、時を追って蜜化していきます。 

本機は、その場の騒音に最適なノイズキャンセ U ングモードを自動 
的に選おします。 

コード長アジャスターの使いかた 

図のよラにコードを巻きつけて長さを調節で去ます。 

(卷きつける長さは4日 cm までを目安に調節してください。 
それ上巻をつけるとコードびはずれやすくなります。） 



1コードを巻きつける。 

2 みぞに差し込んで固定ずる。 

‘ •'手音 

プラグやコード分岐部分を巻さつけないよラにして<ださい。負担 
びかか0やす < 断線につなびるおそれびあ0ます。 

ク y ップの使いかた 

1クリップび開かないよラに持ちなが5レバーを軽 
く上げる。 


2 レバー下部のみぞにコードを入れる。 

ごま意 

• レバーび上びりさった状態と下びっている状態では、みぞにコー 
ドを入れることびでさません。 

• コードを突起部に引っかけたり、みぞへ無理に巧し込んだりしな 
レで< ださい。断線ずるおそれびお0ます。 

• コードを取り付けた状態のまま、ク U ップの位置を変更しないで 
<ださい。断線するおそれびお0ます。 




航空機巧で使用ずるとをのご注意 

• 付属のプラグアダプターは、航空機のデュアルジかックま 
たはステレオミニジャックに接続することびでをます。 



デュアルジャツクステレオミニジャツク 


• 航空機内で電子機器の使用び禁止されている場合や、機 
内の音楽サービスを個人のヘッドホンで利用することび禁 
止されてし场場合は、本機を使用しないでください。 

• 本機を使巧しないとをはヘッドホンを耳からはずして < だ 
さい。 


ビープ音とランプ表巧の意味 


充電池残量：へッドホンのビープ音でお知 S せ 


巧電池贈 

ビープ音 

をい 

3回*’ 

丄 

2回*’ 

みない 

1 回*’ 

残量びな<なったとを 

長いビープ音（約2秒間）*3 

*1 へッドホンの電源オフ時。 


同時に電源ランプび30秒間点滅。 


ノイズキャンセリングモードの種類：ヘッドホ 
ンの電源ランプでお知5せ 


動作中のモード 

電源ランプ 

NC モード A 動作中 

5秒おさに1回点滅 

NC モード B 動作中 

5秒おさに2回点滅 

NC モード C 動作中 

5秒おさに3回点滅 

充電状態： USB 充電器の充電ランプでお知5せ 

巧電状態 

充電ランプ 

充電中 

点打 

充電終了 

消な 

充電異常時 

早く点滅 



が障とお考えになる前に 


音が出ない。 

一へッドホンの電源を入れる。 

一へッドホンの巧電池の残量を確認する。 

ーヘッドホンと AV 機器との接続を確認する。 

時へッドホンに接続した AV 機器の電源び入っているか確認する。 
-► 接続した AV 機器の音量を上げる。 

電源が入6ない。 

一へッドホンを巧電する。 

巧電してを電源び入らないときは巧電池の劣化などの異常びあ 
る場合びありまず。この場合は、お買い上げちまたはソニーの 
相談窓□にご相談 < ださい。 

時巧電中はヘッドホンの電源び入りません。 

へッドホンを US 目充電器からはずし、電源を入れてくだごい。 

巧電でをない。 

一巧電ランプび点灯しているか確認ずる。 

へッドホンのプラグび US 目充電器のジャックにしっかり奧ま 
で挿入されていることを確認してください。 

-► US 目充電器びバソコンなどにしっかり接続されているか確認す 
る。 

-► バソコンなどの電源び入っているか確認ずる。 

時バソコンびスタンバイ（ス U - プ)、休止げ態に入っていないこ 
とを確認する。 

一 USB 充電器と y ':ソコンび USB / V ブなどを経由せずに直接つな 
びっているか確認する。 

-► 推裝外の USB 電源アダプターを使用している。 

推奨アクセサ U —に記載の USB 電源アダプターを使用してく 
ださい。 

-► 巧電ランプび点滅している場合は、ヘッドホンの異常び考えら 
れます。接続機器からはずして、お買い上げ店またはソニーホ目 
談窓□にご相談ください。 

USB 巧電器がパソコンに認識されない。 

一 US 目充電器びバソコンなどにしっかり接続されているか確認す 
る。 

一 ► USB 巧電器を一度はずしてから、接続しなおす。 

一 USB 充電器と y ':ソコンび USB / V ブなどを経由せずに直接つな 
びっているか確認する。 

-► 接続しているバソコンの USB ポートに問題びある可能性びあ 
る。 

バソコンに別の USB ポートびあれば、そのポートに接続しな 
おして < ださし、。 

一上記に当てはまらない場合は、 US 目接続をしなおす。 

音びひずむ。 

一接続した AV 機器の音量を下げる。 

一へッドホンを巧電ずる。 

操作でをない。 

-► 巧電中はヘッドホンの電源び入りません。 

へッドホンを USB 充電器からはずして操作してください。 

一へッドホンを巧電する。 

充電してを電源び入らないときは巧電池の劣化などの異常びあ 
る場合びあ D ます。この場合は、お買い上げ店またはソニーの 
相談窓□にご相談 < ださい。 


キヤリングケースの使いかた 

本機をキヤ U ングケースに収納するとさは、コードを束ねて 
から収納して < ださい。 



使用上のご注意 

本機は、ノイズキャンセ1」ング機能を搭載したヘッドホンで 
す。 

ノイズキャンセリング機能とは 

列部の環境ノイズ（乗り物内の騒音や室内の空調音など） 

と逆位相の音を出すことで環境ノイズび低減して聞こえる磯 
能です。 

• 静かな場所やノイズの種類によっては、ノイズキャンセ U 
ング効果び感じられない、またはノイズび大きくなると感 
じられる場合びあります。 

• ヘッドホンのマイク部を手などで覆わないでください。ノ 
イズキャンセリング効果び得られなくなる場合びありま 
す。 

• ヘッドホンのつけかたによっては、ノイズキャンセ U ング効 
果び減少することびあります。 

• ノイズキャンセ U ング機能は、栗り物や空調などのちに低 
い周波数帯域の騒音に巧してもっとち効果を発揮します。 
すべての音び巧ち消されるわけではありません。 

• 自動車、バスなどでご使用の場合、路面状細こよっ口ま、 
ノイズび発生することびあります。 

• 携帯電話の影響によりノイズび入ることびあります。この 
場合は、携帯電話から本機を離して<ださい。 

取り扱い上のご注意 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショックを与えないでくだ 
さい。 

• 湿気やほこり、油煙、漏気のをい場所や直射曰光のあた 
る場所には置かないでください。故障の原因となります。 

• 常に良い音でお聞さいただくために、プラグをとをどを柔 
らかい巧でからぶをし、清潔になってください。 

• 汚れは、乾いた柔らかい巧でふさ取って<ださい。特に 
プラグ部分を巧れたままにしておくと、音質び悪くなった 
り、音がとざれたりすることびあります。 

• イヤーピースは長期の使巧•なをにより劣化するおそれ 
びあ0ます。 

• イヤーピースは、誤飲や窒息などの危険びありますので、 
ルさなお子様の手の届かないところにな管してください。 

• 直射日光び長時間当たる場所や、暖房器具の近く、窓を 
しめをった自動車内などの温度び非萬に高い （60 で切上） 
ところや、湿気のをいところでのご使巧、放置は避けてく 
ださい。 

静電気に関するごま意 

空気び乾燥する時期にノイズび間こえる、音びとぎれる、耳 
にピ U ピリと痛みを感じることなどびありますび、これはへッ 
ドホンの故障ではなく人体に蓄積される静電気によるもので 
す。 

静電気の発生しにくい天然素材の衣服を身につけていただ 
くことにより影響び軽減されます。 


イ ヤーピースは 消耗品です。 イヤーピースび 破損し交換 
する場合は、別売りの EP - EXN 50 シ U - ズ CS 、 M 、 L の 
各サイズ）をお買い求めください。 


万一故障した場合や異萬、不具合び起さたとさは、内部 
を 開けずに ソニーの 相談窓□またはお買い上げ店、 ソニー 
サービス窓 □にお問い合わせください。 


















